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一
、
は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
六
月
三
日
、
若
き
日
の
遠
藤
周
作
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

用
い
て
発
表
し
た
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭

―
魔
窟
に
い
た
コ
リ
ン

ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル

―
」
と
い
う
短
編
小
説
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

が
、「
産
経
新
聞
」
一
面
で
紹
介
さ
れ
た
。
本
作
の
物
語
の
大
枠
は
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
の
途
上
で
ジ
ブ
チ
を
訪
れ
た
日
本
人
の
「
僕
」
が
、

終
戦
後
に
肺
病
で
こ
の
世
を
去
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
女
優
・
コ
リ
ン

ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
が
実
は
生
き
延
び
て
こ
の
地
で
娼
婦
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
噂
を
耳
に
し
、
娼
館
を
訪
れ
る
と
い
う
も
の
。「
オ
ー
ル

讀
物
」
一
九
五
四
年
八
月
号
に
「
伊
達
龍
一
郎
」
と
い
う
名
義
で
掲

載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
現
在
は
加
藤
宗
哉
編
『『
沈
黙
』
を
め
ぐ

る
短
篇
集
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
一
六
年
）
に
収
録
さ

れ
、
手
軽
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

最
初
の
報
道
記
事
に
は
、「
遠
藤
周
作
幻
の
処
女
小
説　

31
歳
、
別

名
義
で
短
編
」
と
見
出
し
が
付
け
ら
れ
、「「
オ
ー
ル
読
物
」
昭
和
29

年
８
月
号
に
別
名
義
で
発
表
さ
れ
た
遠
藤
周
作
の
小
説
「
ア
フ
リ
カ

の
体
臭
」
＝
東
京
都
千
代
田
区
の
文
芸
春
秋
（
早
坂
洋
祐
撮
影
）」
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

「
沈
黙
」「
深
い
河
」
な
ど
の
小
説
で
知
ら
れ
る
遠
藤
周
作

（
１
９
２
３
～
96
年
）
が
作
家
デ
ビ
ュ
ー
前
に
別
名
義
で
発
表

し
た
〝
幻
の
処
女
小
説
〟
が
あ
り
、
本
人
の
作
と
し
て
新
た
に

単
行
本
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
が
２
日
、
分
か
っ
た
。
新
進
批
評

家
だ
っ
た
31
歳
の
と
き
の
娯
楽
色
の
濃
い
短
編
で
、
人
間
の
悪

遠
藤
周
作
の
新
発
見
資
料
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
に
つ
い
て

杉

本

佳

奈
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や
悲
し
さ
を
見
つ
め
た
遠
藤
文
学
の
萌
芽
が
あ
る
。
15
日
に
刊

行
さ
れ
る
「
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
を
め
ぐ
る
短
篇
集
」（
慶
応
義

塾
大
学
出
版
会
）
に
収
録
さ
れ
る
。

�

こ
の
作
品
は
小
説
誌
「
オ
ー
ル
読
物
」（
文
芸
春
秋
新
社
）
の

昭
和
29
年
８
月
号
に
伊
達
龍
一
郎
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
「
ア
フ

リ
カ
の
体
臭
―
魔
窟
に
い
た
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
」。

遠
藤
の
処
女
小
説
と
さ
れ
る
同
年
11
月
発
表
の
「
ア
デ
ン
ま

で
」
よ
り
前
に
世
に
出
て
い
た
。「
ア
フ
リ
カ
の
―
」
は
原
稿
用

紙
換
算
で
約
20
枚
。
戦
後
若
く
し
て
病
死
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
女

優
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
が
実
は
ア
フ
リ
カ
の
ジ
ブ
チ
で

売
春
を
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
男
た
ち

が
、
彼
女
を
探
し
求
め
る
過
程
で
目
に
す
る
衝
撃
の
光
景
を
描

く
。
か
つ
て
の
人
気
女
優
の
生
の
悲
し
み
な
ど
が
伝
わ
る
一
編

だ
。

�

遠
藤
は
生
前
、
作
家
の
北
杜
夫
さ
ん
と
の
対
談
で
〈『
オ
ー
ル

読
物
』
に
伊
達
龍
之
介
と
か
な
ん
と
か
い
う
変
名
で
、
読
み
も

の
を
何
回
か
載
せ
て
る
〉
と
語
っ
て
い
た
。
こ
の
発
言
を
知
っ

た
町
田
市
民
文
学
館
の
学
芸
員
が
日
本
近
代
文
学
館
の
蔵
書
か

ら
発
掘
。
弟
子
の
作
家
で
元
「
三
田
文
学
」
編
集
長
の
加
藤
宗

哉
さ
ん
ら
が
調
査
し
「
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
体
験
が
投
影
さ
れ
、

文
体
も
若
き
日
の
も
の
と
同
じ
。
遠
藤
の
小
説
と
み
て
間
違
い

な
い
」
と
判
断
し
た
。
遠
藤
の
著
作
権
を
継
承
す
る
遺
族
も
本

人
の
作
と
確
認
し
た
と
い
う
。
当
時
、
新
進
批
評
家
だ
っ
た
遠

藤
が
ア
ル
バ
イ
ト
で
書
い
た
と
み
ら
れ
る
。

�

加
藤
さ
ん
は
「
す
で
に
後
の
人
気
作
家
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
の
才
覚
が
十
分
に
見
て
取
れ
る
。
人
間
の
悲
し
さ
や
悪
の

問
題
な
ど
後
に
続
く
テ
ー
マ
も
う
か
が
え
て
興
味
深
い
作
品
」

と
話
し
て
い
る
。

引
用
文
中
に
出
て
く
る
「
町
田
市
民
文
学
館
の
学
芸
員
」
が
筆
者

の
こ
と
で
あ
る
。「
産
経
新
聞
」
の
記
事
を
受
け
て
共
同
通
信
社
か
ら

電
話
取
材
が
あ
り
、
そ
の
後
全
国
各
紙
で
同
様
の
内
容
が
報
道
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
発
見
の
詳
し
い
経
緯
と
、
関
連
す
る
周
辺
事

項
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

二
、
発
見
の
経
緯

き
っ
か
け
は
、
筆
者
が
町
田
市
民
文
学
館
の
企
画
展
と
し
て
担
当

し
た
「
遠
藤
周
作
『
侍
』
―
〝
人
生
の
同
伴
者
〟
に
出
会
う
と
き
」

展
（
会
期
：
二
〇
一
四
年
一
月
～
三
月
）
の
準
備
中
、
遠
藤
資
料
の

蒐
集
家
で
あ
る
一
田
佳
希
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で
あ
っ
た
。

『
狐
狸
庵
Ｖ
Ｓ
マ
ン
ボ
ウ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
』（
講
談
社　

一
九
七
五
年
）

所
収
の
北
杜
夫
と
の
対
談
に
て
、
遠
藤
が
、
若
い
頃
に
別
名
義
で
書
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い
た
作
品
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
発
言
を
し

て
い
る
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
お
れ
も

「
オ
ー
ル
読
物
」
に
伊
達
龍
之
介
と
か
な
ん
と
か
い
う
変
名
で
、
読
み

も
の
を
何
回
か
載
せ
て
る
ん
だ
。
ち
ゃ
ん
と
一
篇
の
短
篇
に
は
な
っ

て
る
ん
だ
け
ど
。
あ
れ
を
集
め
る
と
、
か
な
り
凝
っ
た
小
説
も
あ
る

ん
だ
け
ど
な
あ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、「
遠
藤
周
作
文

庫
」
の
『
聖
書
の
な
か
の
女
性
た
ち
』（
講
談
社　

一
九
七
五
年
）
の

大
橋
直
矢
氏
に
よ
る
解
説
中
に
も
、「
戦
前
か
ら
す
で
に
有
名
な
大

衆
雑
誌
Ａ
誌
」
に
遠
藤
が
「
島
津
貴
之
介
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

書
い
た
読
み
切
り
の
娯
楽
小
説
が
掲
載
さ
れ
た
、
と
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
遠
藤
周
作
が
書
き
な
が
ら
、

そ
れ
と
わ
か
ら
ず
に
未
だ
に
日
の
目
を
見
て
い
な
い
小
説
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
こ
れ
が
見
つ
か
れ
ば
ひ
と
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
展
覧

会
で
紹
介
で
き
る
と
考
え
、
調
査
を
開
始
し
た
。

「
伊
達
龍
之
介
」
の
方
は
雑
誌
名
が
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、「
島
津

貴
之
介
」
の
方
も
お
そ
ら
く
同
じ
「
オ
ー
ル
讀
物
」
だ
と
推
測
で
き

る
の
で
、
そ
の
頃
の
「
オ
ー
ル
讀
物
」
の
現
物
に
当
た
る
こ
と
に
し

た
。
当
時
の
大
衆
文
芸
誌
は
読
み
捨
て
ら
れ
て
多
く
は
残
っ
て
い
な

い
も
の
だ
が
、
日
本
近
代
文
学
館
に
は
古
い
も
の
か
ら
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
足
を
運
ん
だ
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
一
冊

ず
つ
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
目
次
に
そ
れ
ら
し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
と
い
う
単
純
な
も
の
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
の
は
戦
後
の
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
念
の
た
め
戦
前
の

も
の
か
ら
目
を
通
し
て
お
こ
う
と
、
一
九
四
一
年
一
月
号
（
第
十
一

巻
第
一
号
）
か
ら
の
号
を
調
査
対
象
と
し
た
（
な
お
、
遠
藤
は
一
九

四
一
年
四
月
に
上
智
大
学
予
科
甲
類
に
入
学
、
同
年
十
二
月
に
校
友

会
雑
誌
「
上
智
」
第
一
号
に
論
文
「
形
而
上
的
神
、
宗
教
的
神
」
を

発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
が
初
め
て
世
に
出
た
遠
藤
の
著
作
物
で
あ

る
）。
そ
こ
か
ら
戦
前
発
行
さ
れ
た
一
九
四
四
年
四
月
号
（
第
十
四
巻

第
四
号
）
ま
で
の
号
（
一
九
四
三
年
九
月
号
か
ら
一
九
四
四
年
四
月

号
ま
で
は
誌
名
が
「
文
藝
讀
物
」
に
改
題
と
な
っ
て
い
る
）
と
、
戦

後
復
刊
し
た
一
九
四
五
年
十
一
月
号
（
第
十
五
巻
第
一
号
）
か
ら
一

九
四
六
年
二
月
号
（
第
十
六
巻
第
二
号
）
に
は
、
そ
れ
ら
し
い
も
の

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
辺
り
ま
で
の
号
は
当
然
ペ
ー
ジ
数
が

少
な
く
、
一
冊
当
た
り
六
十
五
ペ
ー
ジ
前
後
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
小

説
も
五
～
六
編
程
度
で
い
ず
れ
も
当
時
の
人
気
作
家
の
作
で
あ
り
、

無
名
の
新
人
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い

い
。
一
九
四
六
年
十
月
号
（
第
一
巻
第
一
号
）
か
ら
は
文
藝
春
秋
新

社
発
足
に
伴
っ
て
巻
号
が
改
ま
っ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
に
入
り
次

第
に
雑
誌
自
体
の
ペ
ー
ジ
数
が
百
ペ
ー
ジ
程
に
、
翌
年
に
は
二
百

ペ
ー
ジ
弱
、
一
九
五
一
年
か
ら
は
三
百
ペ
ー
ジ
程
度
ま
で
増
え
、
掲

載
さ
れ
る
小
説
の
数
も
十
五
編
ほ
ど
に
ま
で
上
っ
て
い
る
。
一
九
五
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二
年
に
は
「
オ
ー
ル
讀
物
新
人
杯
」（
後
の
オ
ー
ル
讀
物
新
人
賞
）
が

創
設
さ
れ
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
新
人
の
作
品
も
積
極
的
に
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
印
象
が
あ
り
、
期
待
が
高
ま
っ
た
。

地
道
に
作
業
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
そ
れ
ら
し
い
作
品
が
目
に

留
ま
っ
た
。
遠
藤
の
発
言
に
あ
っ
た
「
伊
達
龍
之
介
」
で
は
な
く
「
伊

達
龍
一
郎
」
と
い
う
作
家
名
で
は
あ
る
も
の
の
、
冒
頭
を
読
ん
で
み

る
と
遠
藤
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ

の
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
は
、「
一
九
五
〇
年
、
六
月
二
十
八
日
朝
、

僕
ら
の
の
つ
て
ゐ
る
佛
蘭
西
船
、
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
號
は
、
ア

フ
リ
カ
の
南
端
、
ジ
ブ
チ
に
つ
き
ま
し
た
。」（
本
文
引
用
は
初
出
誌
、

以
下
同
）
と
い
う
一
文
で
始
ま
る
の
だ
が
、
遠
藤
が
同
年
、
同
名
の

船
で
留
学
先
の
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
に
思
い
当

た
っ
た
た
め
で
あ
る
。
展
覧
会
の
監
修
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
加
藤

宗
哉
氏
に
も
お
目
通
し
い
た
だ
き
、
内
容
か
ら
し
て
遠
藤
に
よ
る
も

の
に
間
違
い
な
い
と
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
。
遠
藤
が
初
め
て
発

表
し
た
小
説
「
ア
デ
ン
ま
で
」
が
「
三
田
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
の

が
一
九
五
四
年
十
一
月
で
あ
る
が
、「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
は
そ
の

三
ヶ
月
前
に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
は
「
遠
藤
周

作
」
名
で
小
説
を
発
表
す
る
前
に
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
作
品
で

小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
執
筆
時

期
は
不
明
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
を
本
名
で
発
表
し

て
い
た
遠
藤
が
、
娯
楽
性
の
高
い
小
説
を
発
表
す
る
た
め
に
別
名
義

を
用
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
前
年
に
当
た
る
一
九

五
三
年
九
月
号
の
「
文
學
界
」
に
エ
ッ
セ
イ
「
ア
ル
プ
ス
の
陽
の
下

に
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
出
来
た
文
藝
春
秋
新

社
の
編
集
者
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
小
説
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

「
オ
ー
ル
讀
物
」
は
一
九
六
〇
年
ま
で
の
目
次
を
調
査
し
た
が
、
ほ

か
に
遠
藤
が
変
名
で
発
表
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
は
発
見
で
き
な

か
っ
た
。

な
お
、
同
展
覧
会
で
は
日
本
近
代
文
学
館
か
ら
お
借
り
し
た

「
オ
ー
ル
讀
物
」
の
現
物
（
展
示
可
能
な
日
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

後
期
は
パ
ネ
ル
）
を
展
示
し
、
こ
の
発
見
を
紹
介
し
た
。

三
、
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
に
つ
い
て

「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
に
登
場
す
る
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル

は
実
在
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
女
優
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
パ
リ
で
生

ま
れ
た
彼
女
は
、
十
六
歳
で
女
優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
出
世
作
「
格

子
な
き
牢
獄
」
は
一
九
三
九
年
に
日
本
で
も
公
開
、
全
国
二
百
二
十

六
の
映
画
館
で
上
映
さ
れ
、
多
く
が
四
週
間
も
続
映
さ
れ
る
ほ
ど
の

大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
封
切
後
二
カ
月
間
で
、
コ
リ
ン
ヌ

の
ブ
ロ
マ
イ
ド
は
外
国
人
女
優
と
し
て
当
時
最
高
記
録
と
な
る
十
五
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万
枚
売
れ
た
と
い
う
。
戦
後
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
高
官
の
愛
人
を

し
て
い
た
こ
と
で
糾
弾
を
受
け
逮
捕
さ
れ
た
コ
リ
ン
ヌ
は
、
一
九
五

〇
年
に
結
核
に
よ
り
二
十
八
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。

遠
藤
は
、
一
九
七
七
年
一
月
二
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
世
界

名
画
劇
場
」
シ
リ
ー
ズ
で
「
格
子
な
き
牢
獄
」
が
放
映
さ
れ
た
際
に
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。
鈴
木
明
『
コ
リ
ン
ヌ
は
な
ぜ
死
ん

だ
か
』（
文
藝
春
秋　

一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
と
、
遠
藤
は
こ
の
と
き

コ
リ
ン
ヌ
の
こ
と
を
、「
わ
れ
わ
れ
の
青
春
時
代
の
象
徴
」
と
い
う
よ

う
に
評
し
た
と
い
う
。
コ
リ
ン
ヌ
の
名
は
、
三
浦
朱
門
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
「
わ
が
友
、
遠
藤
周
作
を
語
る
」（
二
〇
〇
三
年
八
月
刊
『
文

藝
別
冊　

遠
藤
周
作
』
所
収
）
で
明
か
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て

も
、
美
人
の
比
喩
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
遠
藤
に
と
っ
て
、
思
い

入
れ
の
強
い
女
優
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
亀
井
勝
一
郎
、

円
地
文
子
、
堀
口
大
學
、
石
川
達
三
、
河
上
徹
太
郎
、
窪
川
（
佐
多
）

稲
子
、
神
近
市
子
な
ど
の
当
時
の
文
学
者
も
「
格
子
な
き
牢
獄
」
に

賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
と
の

戦
争
が
始
ま
っ
た
後
も
フ
ラ
ン
ス
映
画
に
対
し
て
は
寛
容
で
、
東
京

大
空
襲
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
新
宿
や
神
田
な
ど
で
上
映
し
て
い
た
記

録
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
美
貌
、
清
純
さ
に
多
く
の
日
本
人
が
魅
せ

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
後
に
な
る
と
上
映
作
品
は
ア
メ
リ
カ

映
画
に
取
っ
て
代
わ
り
、
コ
リ
ン
ヌ
の
こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
た
が
、

一
九
五
〇
年
一
月
の
訃
報
は
日
本
の
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

実
は
、
遠
藤
は
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
と
同
時
期
に
、
コ
リ
ン
ヌ

を
題
材
に
も
う
ひ
と
つ
短
編
小
説
を
執
筆
し
て
い
る
。
桃
園
書
房
が

発
行
し
て
い
た
「
小
説
春
秋
」
第
二
巻
第
十
一
号
（
一
九
五
六
年
十

一
月
一
日
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
き
て
い
た
コ
リ
ン
ヌ
」
で
あ

る
。
本
作
の
存
在
は
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
が
遠
藤
の
手
に
よ
る
も

の
だ
と
裏
付
け
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
が
、
石
川
巧
が
「
雑
誌

「
小
説
春
秋
」
は
な
ぜ
歴
史
に
埋
没
し
た
の
か
？
」（「
敍
説
Ⅲ
」
十
号　

二
〇
一
三
年
九
月
）
に
お
い
て
「
全
集
や
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
こ

と
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
と
判
断
で
き
る
作
品
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
通

り
、
こ
れ
ま
で
の
遠
藤
文
学
研
究
に
お
い
て
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
こ

と
が
な
い
ば
か
り
か
、
掲
載
誌
の
稀
少
性
も
相
ま
っ
て
現
在
で
は
手

に
取
る
の
も
困
難
な
作
品
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、「
ア
フ
リ
カ
の

體
臭
」
は
別
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、「
生
き
て
い
た
コ

リ
ン
ヌ
」
は
「
白
い
人
」
に
よ
っ
て
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
翌
年
に
、

遠
藤
周
作
名
義
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル

を
題
材
と
し
た
作
品
を
、
約
二
年
後
に
自
ら
リ
ラ
イ
ト
し
た
こ
と
に

な
る
。
コ
リ
ン
ヌ
が
実
は
生
き
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
主
人
公

が
場
末
ま
で
彼
女
を
探
し
に
出
か
け
る
、
と
い
う
大
枠
は
共
通
し
て

い
る
が
、「
生
き
て
い
る
コ
リ
ン
ヌ
」
は
舞
台
が
巴
里
に
な
っ
て
い
る
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な
ど
相
違
点
も
多
く
あ
る
。
な
お
、
掲
載
誌
の
挿
絵
は
ど
ち
ら
も
松

田
穰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
時
代
の
青
年
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
彼
女
に
熱
を
上
げ
て
い
た
と

い
う
か
ら
、「
オ
ー
ル
讀
物
」
や
「
小
説
春
秋
」
の
読
者
に
と
っ
て
も

コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
の
名
は
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
わ
が
青
春
の
女
優
た
ち
」
と
い
う
特
集
で
コ
リ

ン
ヌ
の
こ
と
を
紹
介
し
た
野
坂
昭
如
の
「
ア
ル
ジ
ェ
の
果
て
ま
で

も
」（「
文
藝
春
秋
」
一
九
八
七
年
八
月
号
掲
載
）
と
い
う
文
章
に
よ

る
と
、
実
際
に
一
九
五
二
年
頃
、
コ
リ
ン
ヌ
が
実
は
生
き
て
お
り
、

「
彼
の
地
（
引
用
者
注
：
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
で
、
娼
婦
の
館
の
女
主
人

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
小

説
は
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
内
容
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
、
作
品
の
舞
台
に
つ
い
て

「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
の
舞
台
で
あ
る
ジ
ブ
チ
は
、
ア
フ
リ
カ
北
東

部
に
位
置
し
、
紅
海
と
ア
デ
ン
湾
に
接
す
る
国
で
あ
る
（
当
時
は
フ

ラ
ン
ス
領
ソ
マ
リ
海
岸
）。「
作
家
の
日
記
」
に
よ
る
と
、
遠
藤
が
フ

ラ
ン
ス
留
学
に
向
か
う
際
に
乗
船
し
た
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
号
は
、
作

品
の
設
定
と
同
日
で
あ
る
一
九
五
〇
年
六
月
二
十
八
日
に
ジ
ブ
チ
に

寄
港
し
て
い
る
。
遠
藤
は
敗
戦
国
の
日
本
人
で
あ
る
た
め
、
マ
ニ
ラ

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
寄
港
地
で
は
上
陸
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
ジ
ブ
チ
に
は
上
陸
で
き
て
い
る
。
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
町
の

印
象
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
記
の
引
用
は

『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
第
十
五
巻
（
新
潮
社　

二
〇
〇
〇
年
七
月
）

よ
り
、
以
下
同
。

�

朝
、
ジ
プ
原
文
マ
マ

チ
近
く
な
る
。

�

窓
か
ら
初
め
て
ア
フ
リ
カ
を
み
る
。
一
草
一
樹
だ
に
な
い
黄

褐
色
の
絶
壁
が
百
米
前
に
つ
づ
く
。
そ
れ
か
ら
砂
漠
、
感
無
量

で
あ
る
。
空
が
す
ば
ら
し
く
青
い
。

�

七
時
、
ジ
プ
チ
着
。

�

太
陽
が
白
く
、
そ
の
周
り
を
赤
黒
い
う
ん
気
が
漂
っ
て
い

る
。
重
苦
し
い
暑
さ
だ
。（
中
略
）

�

誰
も
い
な
い
道
、
馬
小
屋
の
よ
う
な
家
、
光
も
建
物
の
色
も
、

海
も
、
す
べ
て
強
烈
だ
。
ま
ひ
る
の
さ
が
り
、
死
の
街
の
よ
う

だ
。

�

猛
烈
な
印
象
を
受
け
る
。

こ
の
日
の
二
時
半
に
は
出
帆
し
て
い
る
の
だ
が
、
翌
日
で
あ
る
六

月
二
十
九
日
の
日
記
に
も
引
き
続
き
ジ
ブ
チ
の
印
象
が
綴
ら
れ
て
い

る
。
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�
ジ
プ
チ
の
事
は
い
つ
か
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

�
多
く
の
乗
客
に
は
お
そ
ら
く
興
味
な
い
、
こ
の
何
も
な
い
街

ほ
ど
、
心
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
も
の
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
何
か
と
り

だ
せ
る
。
こ
の
死
の
ま
ひ
る
の
街
は
た
し
か
に
何
か
の
背
景
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

�

ラ
ン
ボ
オ
を
近
く
よ
も
う
。

�

恐
ら
く

―
と
、
こ
う
思
う
。
今
日
ま
で
み
て
き
た
も
の
は

ジ
プ
チ
の
色
彩
、
光
の
序
曲
だ
っ
た
み
た
い
だ
。

�

コ
ロ
ン
ボ
の
自
動
車
の
中
で
、
ぼ
く
は
汎
神
の
世
界
が
こ
の

風
土
か
ら
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
か
を
考
え
た
。
し
か
し
、
ど

う
も
ハ
ッ
キ
リ
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ジ
プ
チ
の
中
に
は
虚
無

の
色
彩
、
光
が
逆
に
ね
ば
り
つ
い
て
い
る
の
だ
。
絶
望
の
絵
画

の
色
彩
。
ラ
ン
ボ
オ
は
そ
こ
に
相
応
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

彼
が
こ
こ
に
来
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
気
持
、
又
、
こ
こ
に
来
た

時
の
気
持
を
、
僕
は
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。

た
っ
た
半
日
立
ち
寄
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
地
か
ら
大
き
な

衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
窺
え
る
。「
何
か
の
背
景
に
な
る
」
と
い
う
記

述
が
あ
る
が
、
実
際
に
ジ
ブ
チ
を
舞
台
に
本
作
を
執
筆
し
て
い
る
こ

と
か
ら
鑑
み
て
、
こ
の
印
象
は
遠
藤
の
創
作
意
欲
を
刺
激
す
る
類
の

も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
コ
リ
ン
ヌ
の
物
語
の
舞
台

と
し
て
、
実
際
に
流
れ
た
噂
と
は
異
な
る
ジ
ブ
チ
を
選
ん
だ
の
は
、

こ
の
実
体
験
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
日
記
に
出
て
く
る
ラ
ン
ボ
ー
は
、
一
八
八
五
年
十
一
月
下

旬
、
ア
デ
ン
か
ら
ジ
ブ
チ
の
港
・
タ
ジ
ュ
ラ
ー
に
移
動
し
、
そ
こ
で

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
編
成
に
当
た
っ
て
い
る
。
遠
藤
は
ラ
ン
ボ
ー
と
の
関

連
か
ら
、
ジ
ブ
チ
に
は
元
よ
り
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。五

、
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て

本
作
に
は
、
コ
リ
ン
ヌ
の
ほ
か
に
も
う
一
人
、
実
在
の
人
物
の
名

が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
、
結
末
部
分
に
出
て
く
る
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

で
あ
る
。
最
後
の
一
段
落
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

巴
里
に
行
つ
て
僕
は
こ
の
話
を
佛
蘭
西
人
た
ち
に
し
ま
し
た

が
誰
も
信
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
た
ゞ
一
人
、
あ
の
「
第
二
の
性
」

の
著
者
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ウ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
い
ふ
女
の
哲

学
者
が
、
こ
の
話
を
く
ひ
入
る
や
う
に
肯
き
な
が
ら
聞
い
て
く

れ
た
の
を
思
ひ
だ
し
ま
す
。

遠
藤
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
収
集
し
た
欧
文
書
籍
は
、
現
在
町
田

市
民
文
学
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
書
誌
事
項
は
久
松
健
一
監
修
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『
町
田
市
民
文
学
館
蔵　

遠
藤
周
作
蔵
書
目
録
（
欧
文
篇
）
―
光
の

序
曲
』（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど　

二
〇
〇
七
年
九
月
）
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
約
七
百
冊
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
著
作
は
七
冊
あ
る
が
、
特
に
「
第
二
の
性
」
に

は
多
く
の
書
き
込
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
目
録
に
記
載
さ
れ
た
久
松

氏
の
解
説
に
よ
る
と
、L

e D
euxièm

e sexe 1 :L
es Faits et les 

m
ythes, Paris, G

allim
ard, 1949

（
邦
題
：『
第
二
の
性
１　

理
論

編
：
事
実
と
神
話
』）
に
は
、「
女
性
の
心
理
を
性
（sexe

）
を
中
心

軸
に
分
析
し
て
い
る
箇
所
に
遠
藤
の
書
き
込
み
が
集
中
。「
男
性
は
、

女
性
の
一
面
、
母
性
的
な
も
の
を
恐
怖
す
る
」（p.247

）「
肉
欲
の
悲

劇
」（p.264

）
な
ど
と
欄
外
に
メ
モ
書
き
が
あ
る
」。
ま
た
、「
作
家

の
日
記
」
に
は
、『
第
二
の
性
』
の
読
後
感
と
し
て
、「
こ
の
論
文
に

は
、
一
方
で
は
フ
ロ
イ
ト
的
な
方
法
で
、
人
間
の
性
的
無
意
識
根
源

に
迫
り
つ
つ
、
他
方
で
は
、
肉
と
死
を
丁
度
、
リ
ル
ケ
の
考
察
の
よ

う
な
段
階
で
考
え
て
い
る
」（
一
九
五
〇
年
九
月
二
日
）
と
綴
ら
れ
て

い
る
。

何
気
な
く
添
え
ら
れ
た
最
後
の
一
文
だ
が
、
美
貌
を
持
っ
て
生
ま

れ
た
「
女
性
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
運
命
を
翻
弄
さ
れ
た
コ
リ
ン
ヌ
へ

の
、
同
性
か
ら
の
第
三
者
的
な
目
線
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
点
で
、

非
常
に
重
要
な
一
文
で
あ
る
。
遠
藤
が
、
単
に
ゴ
シ
ッ
プ
的
に
コ
リ

ン
ヌ
を
題
材
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

六
、
挿
絵
画
家
に
つ
い
て

初
出
誌
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
を
描
い
た
画
家
は
、
松
田
穰
（
ま
つ

だ
・
み
の
る
）。
以
下
、
松
田
の
略
歴
を
ま
と
め
て
お
く
。

一
九
一
五
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
東
京
高
等
工
芸
学
校
工
芸
図
案

科
（
現
・
千
葉
大
学
工
学
部
）
卒
業
。
一
九
四
一
年
、
第
六
回
新
制

作
展
へ
の
初
出
品
初
入
選
を
機
に
、
洋
画
家
の
内
田
巌
に
師
事
。
一

九
四
三
年
、
第
八
回
新
制
作
展
新
作
家
賞
（
岡
田
賞
）
受
賞
。
一
九

五
九
年
、
第
二
十
三
回
新
制
作
展
新
作
家
賞
受
賞
。
一
九
六
〇
年
、

第
二
十
四
回
新
制
作
協
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。
三
浦
綾
子
「
海
嶺
」

（「
週
刊
朝
日
」）、
田
辺
聖
子
「
求
婚
旅
行
」（「
サ
ン
ケ
イ
新
聞
」）、

松
本
清
張
「
渡
さ
れ
た
場
面
」（「
週
刊
新
潮
」）、
山
崎
豊
子
「
不
毛

地
帯
」（「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」）
等
、
連
載
小
説
の
挿
絵
も
多
数
担
当
し

た
。
田
辺
聖
子
「
道
頓
堀
の
雨
に
別
れ
て
以
来
な
り
」（「
中
央
公

論
」）
の
挿
絵
の
執
筆
半
ば
で
筆
を
折
り
、
一
九
九
七
年
逝
去
。【
参

考
文
献
：
新
制
作
協
会
図
録
委
員
会
『
第
六
十
二
回
新
制
作
展
図

録
』（
新
制
作
協
会　

一
九
九
八
年
）】

先
に
指
摘
し
た
通
り
、「
小
説
春
秋
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
生
き
て
い

た
コ
リ
ン
ヌ
」
の
挿
絵
も
松
田
が
描
い
て
い
る
。
松
田
は
そ
れ
以
前

に
も
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
（
第
二
巻

第
一
号
掲
載
の
横
溝
正
史
「
黒
い
翼
」、
第
二
巻
第
二
号
掲
載
の
藤
原
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審
爾
「
復
縁
」
等
）
が
、
コ
リ
ン
ヌ
・
リ
ュ
シ
ェ
ー
ル
が
登
場
す
る

遠
藤
の
作
品
を
再
び
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
編
集
者
も
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
の
存
在
を

把
握
し
た
上
で
、
同
じ
画
家
に
挿
絵
を
任
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
描
か
れ
て
い
る
挿
絵
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
に
は
三
つ
（
①
～
③
）、「
生
き
て
い
た
コ
リ
ン

ヌ
」
に
は
二
つ
（
❶
～
❷
）
の
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

①
舞
台
で
あ
る
ジ
ブ
チ
を
端
的
に
表
現
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
、
タ
イ
ト

ル
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
頭
を
布
で
覆
い
、

丈
の
長
い
服
を
身
に
ま
と
っ
た
人
物
、
照
り
付
け
る
太
陽
と
ラ
ク

ダ
。

②
本
文
中
で
「
白
豚
の
や
う
に
肥
え
上
が
つ
た
年
増
」
と
表
現
さ
れ

る
、
娼
館
の
白
人
の
女
。
下
着
姿
で
タ
バ
コ
を
く
わ
え
、
傍
に
は

酒
瓶
が
置
い
て
あ
る
。

③
暗
闇
の
中
を
逃
げ
る
コ
リ
ン
ヌ
と
、
後
を
追
う
一
人
の
男
性
。

❶
霊
媒
師
の
マ
ダ
ム
・
エ
ス
マ
ン
と
、
コ
リ
ン
ヌ
と
思
し
き
女
性
の

イ
メ
ー
ジ
。

❷
暗
闇
の
中
を
逃
げ
る
コ
リ
ン
ヌ
と
、
後
を
追
う
二
人
の
男
性
の

影
。

③
と
❷
で
は
構
図
や
コ
リ
ン
ヌ
の
服
装
等
は
異
な
る
も
の
の
、
両

作
品
に
共
通
す
る
、
ラ
ス
ト
の
印
象
的
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

七
、
結
び
に

遠
藤
の
発
言
は
「
伊
達
龍
一
郎
」
名
義
の
作
品
が
複
数
あ
る
こ
と

を
匂
わ
せ
て
い
る
し
、
今
回
は
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
が
「
島
津
貴

之
介
」
の
方
は
大
橋
直
矢
氏
が
実
際
に
掲
載
誌
を
目
に
し
た
と
記
し

て
い
る
の
で
、
遠
藤
が
変
名
を
用
い
て
発
表
し
た
作
品
は
ま
だ
存
在

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
は
初
期
作
品
と
し

て
貴
重
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
純
文
学
作
品
で
テ
ー
マ
と
す
る

人
間
の
哀
し
み
、
悪
の
問
題
の
要
素
が
滲
み
出
た
も
の
で
、
今
後
研

究
対
象
と
す
る
に
値
す
る
作
品
と
言
え
る
。
未
だ
埋
も
れ
て
い
る
他

作
品
も
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
も
引

き
続
き
調
査
し
て
い
き
た
い
。

�

（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
学
芸
員
）




